
日曜日1 1 時からアマチュア無線家でもあられる漫画家の
すがやみつる先生のトークショーがあり拝聴しておりました。
クラブブースを見て歩いていた時、ふと振り向くとすがや先
生がおられ思わず写真と握手をお願いしてしまいました。
”先ほど聴きに来られてましたね”と言われて
”見てはったんや”と感激しました。
サインも欲しかったです。
すがや先生仮面ライダー、人造人間キャシャーンを書かれて
たと記憶してます。アマチュア無線関係では4 アマのテキストを
漫画で書かれていたと思います。

左下：1 エリアの局長さんと撮った写真です。
右下：ついでにスカイツリーでの1 枚も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　J F 3 M T M 柴田

スナップ写真
J F 3 M T M



自作作品コンクール優秀作品

ＹＬはＪＨ１ＣＢＸ　
明石市出身の歌手　ＭＡＳＡＣＯさん
関ハムにも来ていました。

初めてのＱＳＯをみんなで助けています。

ＴＳ９９０はとにかく大きい。
価格も高そうですが感心は高い　
やたらＳＷが多い。

　ＦＴＤＸ３３００は使いやすそう。

スナップ写真
J A 3 I V U  北井十生J A 3 I V U  北井十生
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３ｒｄの吉田　太一くん　もうすぐ２歳　ＲＴＴＹを運用しているように
見えるでしょう。（将来はハムに）　　　　　　　J A 3 I V U  北井 十生

シャッター・チャンス

A L L  A S I A  参加短信　　 J A 3 A O P  /  杉山　曉

９月１日～２日のA L L  A S I A  s s b  コンテストに参加しました。前日夕方に淡路入りし、夕食後バンドの様子をチェック、２８M H ｚでE U
からたくさん呼んでくれて、少々夜更かしとなった。J I 3 Z A G ロールコールに参加したあとコンテスト突入。
まずまずの調子でN A 中心に1 5 m を主にして進む。0 7 3 0 Z 頃からE U が強くなる。0 9 4 0 Z に1 0 m に上がり1 3 0 0 Z まで久しぶりに1 0 m で
のパイルアップを楽しんだ。２日目は1 0 m はあまり開けなかった。 手薄になった2 0 m , 4 0 m の補充に注力。コマ切れ7 5 m はC Q を出
すのが躊躇される。

今回のコンテストでは2 0 0 0 Q S O を達成できた。
Q S O 相手の年齢分布を調べてみると右のように
なった。最年少は１２、最高は９８．

T i m e  O f f  1 5 : 1 0  Z A G ,  J A I G  ロールコール含む
T i m e  O n  3 2 : 5 0 .
M a x  r a t e  :  4 . 0 / m i n  [  1  m i n . ]  2 4 0 / h r .
               2 . 5 / m i n  [ 1 0  m i n . ]  1 5 0 / h r .
               2 . 1 / m i n  [ 6 0  m i n . ]  1 2 4 / h r .
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JH3AEF  東條純一

A F でも南部のこれ等の3 カ国は現地語以外に英語が公用語とし
て使われているほか、アフリカーナーと呼ばれる独特の言葉も公
用語である。この言語は南アの歴史そのものである、即ち、1 6 0 0
年代に最初にオランダ人が入植し、フランス人、ドイツ人がそれ
に続いて入植、彼らの話したオランダ語を主体とし、仏語，独語
のm i x した独特の言語がこのアフリカーナーなのだそうだ。
この言葉を話す人達もまたアフリカーナーと呼ばれるが、彼らは
1 9 世紀末にこの地で金やダイヤモンドを発見したものの、英国が
乗り込むことになり、最終的に英国が権力をにぎり統治した。
悪名高きアパルトヘイト政策も、突然に沸き起こり、活気を呈した
鉱業の副産物として巻き起こったと考えて間違い無かろう。
やや堅苦しい話になってしまったので少し別の方向に。
日本からZ S 方面に向かうには香港乗り継ぎが一般的、中にはド
バイ経由もあるという。ただ、南ア国内はヨハネスブルグが経済
の中心で、空の便もヨハネで入国ということになる。機の航路は
私流のナヴィゲーションと全く同様に、V S 6 を飛び立つと真っ直
ぐ9 M 2 , Y B の上を飛びインド洋を南西に横切って5 R 8 から直線的
にZ S ヨハネに入る、s h o r t  p a s s  Z S のコースそのものであった。

実に気分が宜しい。
この旅を決めた目的は4 つ、
先ずは世界の3 大瀑布に数えられているヴィクトリアの滝を見て
やろう、A F の本物で雄大なサファリで動物たちの姿をこの目で確
かめてやろう、A F の大地の最南の地を踏んでやろう、Z S のハムと
e y e  b a l l  Q  してやろうであった。
4 つ目は今回はうまくいかなかった。大きな原因の一つはc a l l  b o o
k が無かったこと。今日では、少なくとも私の運用の仕方では、c a l
l  b o o k は必要としなくなっている。Q R Z . C O M 或いはそれに類す
るw e b  s i t e で全てことが足りてきた。Z S 1 の、或いはZ S 6 の、この地
域の、この町の局を網羅するという必要は普段のQ S O には必要
なことではない。
古い天馬のc a l l  b o o k はとうの昔に破棄してしまった。そんな、こ
んなでZ S アマ無線連盟のw e b にはかろうじてたどり着き、比較的
宿泊地に近いと思しき局にメールを入れるもかなり遠いよとアポ
が取れずにおわった。
移動中、ケープタウン近郷で一回だけ3 e l e  H F  Y A G I は見つけた
が、Z S でのハムとのかかわりはこれだけに終った。

世界三大瀑布の一つ、ヴィクトリアの滝。
南アから一つ北の国、ジンバブエに入国、ヴィクトリアフォールズ
市が滝観光の拠点、ヨハネスブルグから1 時間のフライトである。
滝はザンベジ川に懸かっており、源流は更に北、アンゴラ、コン
ゴ国境、ザンビア等に発し、ジンバブエを流れた後、モザンビグ
を横切りインド洋に注ぐ( 全長2 7 5 0 K m ) 。全幅1 . 7 K m 、落差1 1 0 m
凄い滝であるには違いないが、南米イグアスの滝に比べ落下し
た後、流れる渓谷が真に深いのがこの滝の特徴のように思えた。
渓谷が深いだけ水煙が消えず、いたるところに虹が見られるの
が素晴らしかった。( F I G 1 , 2 , 3 ) ただ、緯度からするとこの滝のほう
がイグアスに比べずっと赤道に近いのに、気温が低いせいか昆
虫類の活動は不活発に感じた。高度があるのか。リビングストン
さんなんでや？この滝は1 8 5 5 年イギリス人探検家デビッド、リビン
グストンにより発見された。 F i g . 1   滝にかかる虹がいたるところに

F i g .  3  
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この渓谷はジンバブエとザンビアとの国境をなし、滝から数K m 下ったところには国境の橋が架かっている。( F I G 4 ) 国境といっても至っ
て平和でのんびりしたものだ。当然、橋から数百ｍ控えた所には双方とも入出国事務所があるが、観光客はv i s a , p a s p o r t の提示のみ
で橋の向こう側まで行って帰ってこれる。橋の中央には落差1 0 0 m のバンジージャンプまである。現地の人たちは自転車に大きな荷
物を積んだり、頭に大きな荷物を載せてゆっくりと橋を渡っていく。生活の中にある橋でとても国境の橋とは思えない。
何時も、何処でもこうあって欲しいものだ。

サファリと猛獣

私が経験したサファリは全くの失望であった。サファリの運
営自体、古き良き時代の亡霊に取り付かれた人達が、こ
のアフリカのサファリを牛耳っているようにさえ感じた。サ
ファリの美しい自然が、動物が、いずれ廃れてしまうので
はないか。そう感じたのが私だけなら良いのだが、、、
南ア連邦の北東端に位置する広大な地方をクルーガー
国立公園と称している。この地に分け入るにもヨハネスブ
ルグから空路1 時間はかかる連邦共和国の奥地である。
事務所だけのちっぽけな空港、町も何も無い。ただ空港
前の広場には一目でわかるトヨタのランドクルーザーを改
造したオープンで9 人掛けのサファリカーと呼ばれるジー
プが数台待機していた。後ろにはトランク類を収容する荷
車を引っ張っている。宿泊するホテル（ここではキャンプと
いう）ごとに人数が集められ乗り込んだ。東洋人らしいのが
9 名いたが全く面識は無い。空港を出ると間もなく、ガード
マンのいる大きな門扉をくぐる。ゲートからは両サイドに通
電された電線のフェンスが延々と伸びていた。3 ―4 0 分、
一面のブッシュの中に高いの、低いのと潅木の茂る原野、
すなわちサファリを走った後、キャンプのゲートに到着し
た。( F I G 5 ) チェックインを済ませると到着の2 0 名ほどがラウ
ンジに集められ、キャンプ内での生活の案内、食事、お茶
の時間、ドライブサファリの案内、キャンプ内での禁止事
項などの説明を受ける。キャンプはサファリの真っ只中に
ポツネンと一つだけあり周囲は一周4 ―5 0 分ほど、これま
た電流の流れる針金のフェンスで囲まれている。決してそ
の外には出るなと。夜間は建物外には出るなと。昼間なら
フェンス内は安全か？と聞くとサソリや毒ヘビがいるかも知
れないからブッシュの中には入るなと。遊歩道のみを歩け
ということらしい。
建物は木造藁葺き、しっかりというより豪華に作られて洒
落た感じ、立派なシャワーがあってトイレも清潔だ。木製の
テラスがあり、ゆっくり外気を楽しめる。と、その時、テラス
の向かいの木立にキリンが一頭、悠々と潅木の高いところ
の若葉を食べている。インパラらしき小動物も奥のほうに
見られる。
キャンプから出てサファリで動物を観察するのは先ほどの
サファリカーを使う。サファリドライブは早朝と夕刻の二回
実施される。夕方4 時、キャンプの正面広場に集合。( F I G
6 , 7 ) 1 0 台近いサファリカーが乗客の乗車を待っており、席
の埋まった車から出発。我々日本人らしき9 人が同乗する
らしい。そんなに気を使ってくれなくても、自由にさせてく
れれば青い目の可愛いお嬢さんの車に乗り込むの
に、、、

F i g . 4  ジンバブエ、ザンビア国境にかかる橋F i g .  2

F i g . 5  サバンナの中に唯一のキャンプ。
4  s q u a r e  a n t .  ではありません。避雷針

F i g . 6  サファリドライブの出発風景

F i g . 7  サファリカーの運転席にて
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サファリパークは我々日本人の感覚では想像もできない
ほど広い。一旦出発したら3 時間ほどは走りまわるのだか
ら、その広さが想像できようというものだ。特別なハプニン
グでもない限り、サファリカーが出くわすこともめったに無
い。ボンネットより前に突き出た見張り席に現地人が、そし
て運転は多くの車は白人である。車は見張り人即ちガイド
の指示によって導かれているようだ。広大なサファリパーク
の中に縦横無尽に張り巡らされた車道の面積だけですら
膨大なものであろう。いかにお客に珍しい動物を見せる
か、数多く見せるかがガイド、そしてドライバーの腕の見せ
所なのだろう。ガイドとドライバーが激しくやり取りする場
面、車から降りて足跡を観察したり、追跡したりする場面も
しばしばである。お客には何があっても立ち上がるな！車
が止まっても降りるなと！その時、ガイドが何かを見つけた
らしい。ライオンの真新しい足跡だとか。とたんに車は道を
それブッシュの中へ。周りの立ち木をなぎ倒しながらバキ
バキと前進する。枝が顔やら首にビシビシ当たって痛いが
な。前にかがんで顔をひざの間に入れとけと。と、くるまの
勢いが静まり、ほら、あそこにライオンが。親子かな。大き
いのと小さいのと。チラットこちらを見たがまた知らん顔で
ゴロンと寝転んだ。その距離6 ～7 m か。夕方でそろそろお
休みの時間なのにお騒がせさま。( F I G 8 , 9 , 1 0 ) 彼らはこの
スタイルをゲームサファリと呼んでいる。しかし、これがサ
ファリを楽しむ正しい姿なのだろうか？　またまたブッシュ
をなぎ倒しながらもとの道路へ。小さい湖のほとりにさしか
かる。夕陽が対岸の木々に沈んでいく。実に神秘的な光
景。ガイドと運転手が車からテーブルを降ろし白いクロス
をかけて紅茶を入れてくれる。ビスケットまである。何と気
の利くこと。相当気温は下がり1 0 度位か。何だか肌寒い感
じのするなか暖かい紅茶は最高だ。ところがチェックアウト
時この紅茶が一杯2 0 0 0 円付いていたとは、ギョッツ！！！
　飲む前に言ってくれよ！！！
水辺には近づかないように、ワニがいるから。向こうの岸辺
で丘みたいに見えるのはカバの背だとか。
サファリドライブは一日二回、毎日実施されるが、その度
にブッシュの中をバキバキ走り回って草木をなぎ倒す、動
物を某弱無尽に追い詰めて人の欲望だけを満足させよう
とする。お客を満足させようとするサービス精神には感服
するが、この地の主役は動物たちであり、物言えぬ草木で
あるべきじゃないのかな。
今という時代は、あなた方の先祖が財力にものを云わせ
原住民を道具のようにこき使い、殺したいだけ殺し、切り倒
したいだけ切り倒し好き勝手に振舞った忌まわしきあの時
代からは遥かに進化した時代のはずなのだが、、、このサ
ファリがプライベートの領地であろうが無かろうが、そんな
ことは関係ないはずなのだが、、、

A F 大陸の最南端認識不足

その昔、E U の商船がV U 方面へ航海するときの絶好の補
給基地として利用したのがケープタウンで、当時は大いに
栄えたが、現在では海運の中心はダーバンに、経済の中
心はヨハネスブルグにと変遷してしまったのだそうだ。
しかし、現在でもケープタウンは南ア第二の都市であり、
テーブルマウンテンを背景に、1 9 世紀の名残をとどめる建
築物が多く、実に美しい魅力ある街に違いない。( F I G 1 1 , 1
2 , ) この街からは更に南にケープ半島がのび、かの有名な
喜望峰C a p e  o f  G o o d  H o p e はこの半島の先端になる。私も
大きな間違いをしていたのだが、A F 大陸の最南端は実は
喜望峰ではなく、喜望峰から1 5 0 K m ほども東南によったア
グラス岬であった。

F i g . 8  迷惑顔のライオン

F i g . 9  サファリドライブまっしぐら

F i g .  1 0  ウォーキングサファリでは銃を携えて

F i g . 1 1  朝日を浴びるテーブルマウンテン
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いずれにしてもA F 大陸の南端となると日本からだと如何にも
南で、南極大陸にもほん近くのように感じがちであるが、
じつはケープ半島から南極大陸まではまだ8 0 0 0 K m もあり( S 3
2 度) 、N Z 南島の南端( S 4 7 度) 、C E 最南端( S 5 7 度) のほうが余
程南極大陸には近いのだ。
天候が安定しないことで有名なテーブルマウンテン( 海抜約1
0 0 0 m ) であるが、私が訪れた日は珍しく快晴無風、頂上から
はケープタウン周辺からテーブル湾ケープ半島先端まで素
晴らしい眺めが広がった。( F I G 1 3 ) 湾内にはかってネルソンマ
ンデラ氏が政治犯として幽閉されていたロベン島の島影も
しっかり望むことが出来た。喜望峰の沖合いにはスエズ運河
を通過することの出来ない超大型船が西に東にと幾度と無く
通過して行くのがみえた。( F I G 1 4 , 1 5 ) 　　　　     0 8 / 2 0 1 2

F i g .  1 2   ベイエリアーで見かけた距離標柱

F i g .  1 3  テーブルマウンテン頂上よりの遠望

F i g .  1 4  喜望峰に設置されたランドマーク

F i g . 1 5  古くなり使われなくなった喜望峰灯台

J I 3 Z A G    大阪国際交流センター・ラジオクラブ
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